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一般会計歳入〔図ー1〕
内訳

使用料・手数料 5.561万円

線総会 l億3.578万円
その他 21:意8.266万円

決算報告昭和62年度
歳出の内容を「健康・生きがいと文化のまちづくり」

「快適で住みよいまちづくり」 「活気と魅力に満ちたま

ちづくり」 「行政の推進」に分類し，主なものを列挙す

ると次のようになります。

昭和62年度の決算がまとまりました。町政

は，皆さんから納めていただく税金や固から

の地方受付税などを財源として運営されてい

ます。ここでは一般会計を中仙に紹介します。

歳入 46億l'600万円
歳出 44億E,277万円

健康・生きがいと文化のまちづく りに

健康明進対策代 ・健康接関俗資・……・・……… 2.520万円

老人悩祉費……...・H ・－……ー・・・……ー………ーし423万円

保有所運営＇l＇（・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4｛む407JjJTJ 

町税

171意5,200万円
(38.。%）

地方交付税

JI億9.6317)円
(25.9%) 

国・県支出金

71.意2,209方円
(15.6%) 
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7
M
円
で
、
去
し
引
き
l
位

9
、
3
2
3
．
力
川
と
な
リ
、
こ
の

差
引
抜
金
は

ω年
度
に
繰
越
さ
れ

ま
す
。

歳
入
は
町
県
蹴
出
針
の
増

国
ー
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
歳

入
つ
ま
り
町
に
入
っ
て
き
た
お
金

で
す
。
前
年
度
に
比
べ
2
憶
l
、

0
5
0
万
円

（
4
・
8
%
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
、
五
な
要
凶

は
、
制
日
小
川
第
l
発
電
所
完
成

り
ま
し
た
。

ま
た
、
性
質
別
で
は
（
図
｜
2
）

投
資
的
経
費
は
、
公
営
住
宅
建
設

事
業
、
町
道
泊
桜
町
線
道
路
改
良

事
業
、
無
雪
申
宇
宙
街
づ
く
り
事
業
、

農
村
総
合
経
備
事
業
な
ど
の
各
純

建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
で
1

4
億
5
6
3
万
円

（対
前
年
度
比

4

・
5
%
削
）、全
体
の
3
1
・
8

%
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
義
務
的
経
費
は
、
人

件
世
、
扶
助
資

（
生
活

・
医
械

・

教
育
扶
助
）、
公
山
代
｛
町
仙
の
悩

泣
令
）
で
1
8
偲
5
、
7
1
7
M

円
、
全
体
の
4
1
・
9

%
、
そ
の

他
は
、
維
持
補
修
質
、
補
助
費
、

小小学校運営·t~·................................ ・・・2偲5.562万円

·N年 ・ ~i 人 ・ リ·~，.Li: ク ラブ名手of[i荷動費・・・・・・……… 724万円

文化財似品百・・・・・・……ー・……－－－－－－－－－－－－－一……・・ 443力ijJ J 

体行似興事業＇［＇（ ......……・・・…・・・・・・・…・…一－－－－－ l,028hP・l 

快適て住みよいまちづく りに

道路新設改良 ・lト業·／~ ·…・・…………・・…一一・ ・・ 3{.lY.2,447万円

都市計同事業背・・・・・………………－ー・………....5, 790万円

無勺主thづくり ・1・；業代・・・…・…ー…・・…一…・H意3,202万円

)f付l.t.人勺た’｝の重；i!i
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l‘133 Jjl'J( 6101'1) 

内訳t町税

・町民税
・固定資産技
．軽自動q;:税
－町たはこ泊代悦
． ’~~＼税
・特別土地似千｛f}l 
．入場悦

・ノk平lj地位Hl

の

に
よ
る
伺
定
資
産
税
の
明
と
住
毛

往
設
ギ
業
補
助
ふ
恨
の
明
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

成
人
の
小
で

一
需
多
い
の
が
町

般
の

i
7
応
5
、
2
0
0
．
力
川
（対

前
年
度
比
2
7
・0
%
明
）
で
、
次

い
で
地
厄
交
付
税
が
l
l
他
9
、

6

3
1
万
円
（
対
前
年
度
比
1

1
・

5
%
減
）
、
同
・県
支
出
金
が
7
総

2
、
2
0
9
M
円
（
対
前
年
度
比

1

0
・
7
%
用
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
投
資
的
経
費
の
増

一
方
、
議
出
で
は
、
目
的
別
に

み
る
と
、
上
水
費
、
農
林
水
産
業

貨
、
総
務
賞
、
民
生
背
の
順
と
な

物
件
費
、
結
立
令
な
ど
で
l
l
億

5
、
9
9
7
万
円
、全
体
の
2
6
・

3
%
と
な
り
ま
し
た
。

性質別歳出構成比

限度し 4~ 31.8% _j 26.3% I 
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活気と魅力に満ちたまちづく りに

農地 ・農道特i1HI・J・; :t '?t .. ・……一－－－－－－－－－－－一一21.意8'592")j円
農村総合格｛！日i・J~ ;t:;岱…・・……・・・…・…一……ー 6,208万円

林道 •Ji－~岱 ・・ ・・・・・・・・……・………－－…・ ・・・・・・田…・ー 8.168万向

山村振興事業’I~ －..…・…・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・…一7,504万円
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性質別歳出〔図ー2〕

役資的経費

14（：憲563万円
(31.8%) 

（普通建設事業資）
災害復旧穆築資

③

事

費
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換
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ーノ

5億6,418万円
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労働費農林水1
産業費、

、
7億11万円

水産業ta；興市業’｛＇（.…－－－－－－－－－…・・・・・・…・・・・…… 1,801万円
商工業振興・J~；（：； '{'( ....・………一－－－－…一－－－－…….7,624万円

観光 ・J•；.業世 ・ ・・ ………・……・…ー・・・・…・・・………・ 2,830万円

行政の推進

友計部rli事業費…・・ー・・…・・・・・・・……………－一一－－－ 130万円

0 A化推進~1~業.，~.....…・・・…・……・…………－－－一 134万同

公fJ'[·｛~ ......................・・・・・・・…．．．．．．．．．．・・・・・・・・4億138Jj円

人件聖堂

13億3.072万円
(30.1%) 

〈ちは含める割合

7億9,938万円11億2,420万円
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44億2,277万円
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集
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ざ
そ
う
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な
町
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く
り
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特
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健
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な
町
づ
く
り

＠

各
種
の
検
診
や
健
康
相
談
・
健
康
教
室
を
行
つ

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
幸

せ
怠
日
常
生
活
を
送
る
た
め
巳
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
「
健
康
は
、
人
ガ
自
分
自
身
に
贈
れ
る
最
良
の
贈
り
物
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
健
康
は
H

自
分
で
守
り
、
そ

し
て
つ
く
る
H

も
の
な
の
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
お
手
伝
い
と
し
て
、
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
だ
健
康
ゃ
つ

く
り
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
ガ
各
種
横
診
を

受
け
た
り
、
健
康
づ
く
り
事
業
に
参
加
し
、
自
分
の
健
康

を
守
り
、
つ
く
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
れ
は
、
「
町
民

一
人
一
人
が
健
康
で
あ
る
こ
と
L

そ
れ
が
町
、
つ
く
り
の
基

本
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

わ
が
町
の
健
康
状
況

赤
ち
ゃ
ん
と
子
供

全
凶
的
な
傾
向
で
す
が
、
朝
日
町

は
富
山
県
下
で
も
非
常
に
進
ん
で

い
ま
す
。
（
図
1
参
照
）

少
な
く
生
ま
れ
る
必
ち
ゃ
ん
の

中
に
も
、
低
体
重
児
（
2
、
5
0
0

g
以
下
、
函
2
参
加
…
）
や
生
ま
れ
な

が
ら
に
心
臓
等
に
異
常
を
持
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

千
供
の
虫
繭
は
、
歯
み

低
下
著
し
い
出
生
率

昭
和
印
年
ご
ろ
は
、
年
間
に
2

5
0
人
組
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、
的
同
年
に
は
1
5

4
人
で
し
た
。
出
生
率
の
低
下
は

く
り
の
出
発
点
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
妊
娠
届

け
の
と
き
か
ら
、
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
、
母
親
学
級
（

7
P
参
照
）

な
ど
、
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み

育
て
て
も
ら
う
た
め
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
欠
か
さ
ず
受
け
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

』司
自
殺
学
級
で
泊
病
院
の
助
産
婦
さ
ん
巳
よ
る
講
義
を
受
け
る
白
親
だ
ち

~ 戸、
ーー ーでー 〆／咽民＼ー一一、
司～、～

/ 
〆〆

〆.~ 

て
い
ま
す
。
ご
利
用
を
。

が
き
や
早
期
治
療
が
浸
透
し
、
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
儲
が
生

え
た
ば
か
り
の

l
哉
6
か
月
児
で

5
%
、
乳
向
か
生
え
そ
ろ

っ
た
3

歳
児
で
臼
%
の
子
供
が
虫
歯
に
な

っ
て
い
ま
す
。
（
図
3
参
照
）

乳
歯
は
、
い
ず
れ
生
、
え
品
川
口
る
か

ら
放
っ
て
お
い
て
も
い
い
と
言
う

人
が
い
ま
す
が
、
乳
歯
め
虫
怖
は

発
育
阻
害
、
永
久
歯
の
形
成
不
全
、

岐
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
彩
轄
を
及
ぼ
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
永
久
歯
が
生
え
始

め
る
小
学
生
で
は
印
%
、
生
一え
そ

ろ
う
中
学
生
に
な
る
と
約
ω
%
の

子
供
が
虫
歯
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（図
4
参
昭
二
怖
の
働
き
に
は
、

食
物
を
か
む
と
い
う
働
き
の
ほ
か
、

発
音
を
た
す
け
る

・
顔
か
た
ち
を

と
と
の
え
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
役

目
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
歯
の
弱

い
ノナは
病
気
に
な
り
や
す
い
と
い

ま
た
、

子
供
た
ち
の
健
康
を
守

る
た
め
、
保
育
所
、
学
校
と
連
携

し
た
保
健
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
特
に
虫
歯
予
防
に
重
点
を

お
き
、
歯
み
が
き
の
励
行
、
治
療

の
す
す
め
、
塩
分
や
甘
み
を
ひ
か

え
た
給
食
を
推
進
す
る
と
と
も
に

虫
繭
の
無
い
子
の
表
彰
な
ど
も
行

っ
て

い
ま
す
。

わ
が
町
の
健
康
状
況

お

と

な

ふ
え
て
い
る
成
人
病

私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
も
っ
と

も
身
近
で
か
か
り
た
く
な
い
病
気

は
、
が
ん

・
心
臓
病

・
脳
卒
中
な

ど
い
わ
ゆ
る
成
人
病
で
す
。

昭
和
白
年
に
町
内
で
死
亡
さ
れ

た
人
の
う
ち
、
が
ん
で
死
亡
し
た

人
が
剖
入
、
心
臓
病
で
死
亡
し
た企健康体繰教室にて

ノ旬、、

h
F
4
1

歳

6
か
月
健
診
で
相
談
す
る
回
親

う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
歯
の
健
康
は
子
供
た
ち
の
心

身
の
正
常
な
発
達
と
健
康
に
深
く

か
か
わ

っ
て

い
る
の
で
す
。

健
や
か
な
子
供
に
育
て
る
た
め
に

赤
ち
ゃ
ん
を
健
や
か
に
育
て
る

こ
と
は
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ

人
が
剖
入
、
脳
卒
中
で
死
亡
し
た

人
が
お
人
で
、
合
わ
せ
る
と
全
体

の
約
印
%
を
占
め
ま
し
た
。
（
図

5
参
開
…
）
こ
の
が
ん
で
死
亡
す
る

人
の
う
ち
、
約
半
数
が
ω
歳
か
ら

ω
歳
代
の
人
で
す
。

一
家
の
大
黒

柱
で
あ
る
働
き
盛
り
の
人
が
死
亡

さ
れ
る
の
は
、
家
庭
に
と
っ
て
も

町
の
活
性
化
と
い
う
点
か
ら
も
大

き
な
問
題
で
す
。
し
か
も
、
が
ん

で
死
亡
す
る
人
が
多
い
と
い
う
の

も
重
大
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
町
が
実
施
し
て
い

る

一
般
診
査
（
循
環
器
検
診
）
て

は
、
正
常
者
が
幻
%
と
少
な
く
、

健
康
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
人

（
要
注
意

・
要
柏
検
）
、
い
わ
ゆ
る

半
健
康
者
が
全
体
の
約
半
数
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

（
要
医

療
）
が
1
5
・

2
%
と
、
加
入
に

3
人
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（図
6
参
照
）
な
お
、
こ
の
医
療

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
の

多
く
は
、

高
血
圧
症
の
方
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
結
核
の
患
者
は
徐

々
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
今
も

無
く
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
特
に

我
が
町
で
は
、
老
人
の
結
核
患
者

が
多
く
、
ω
歳
以
上
で
全
体
の
約

閃
%
を
占
め
、
連
肺
と
合
併
し
て

い
る
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。（
図

7
参
照
）

数
字
コ
ー
ナ
ー

－
出
生
率
の
推
移
（
図
1）

町 一一一一一一

県 ....

（人口千人対）
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－
低
体
重
児
出
生
率
（図
2
）

1. 7 

% 
7 

－
む
し
歯
り
か
ん
状
況
（
図
3
）

W33J IJかん者

（昭和62J!;)

』~I

人
200 

ISO 

100 

－
む
し
歯
未
処
置
率
（
図
4
）

ロ 現物女
｛昭和63年｝

% 
60 

－
主
要
死
因
別
割
合
（
図
5
）

昭和62年－
一

般
診
査
結
果
（図
6
）

正常

37.0% 
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－
昭
和
臼
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月
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成
人
病
は
習
慣
病
で
す

成
人
病
は
年
齢
が
進
ん
で
か
ら

急
に
な
る
病
気
で
は
な
く
、
若
い

こ
ろ
か
ら
の
生
活
押
慣
に
左
右
さ

れ
や
す
い
病
気
で
す
。
健
康
で
長

生
き
す
る
た
め
に
は
、
向
分
の
生

活
を
み
な
お
し
、
地
版
刷
円
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
な
生
活
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す

「
健
康
」
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
口
分
で
他
康
だ
と
忠
ゥ
て
い

4
1
6
 ’
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企ガん績修箪の前で順番待ちをする受信者

る
と
き
か
ら
、
定
則
的
に
検
沿
を

受
け
、
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
と

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と

え
が
ん
で
あ

っ
て
も
、
早
期
に
発

見
し
早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
必
ず

直
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
人
病

教山
田れ
や
が
ん
検
診
な
ど
、
み
な
さ

ん
が
よ
り
位
脱
で
明
る
い
生
活
を

送
ら
れ
る
た
め
の
千
助
け
の
名
純

卒
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

広
報
ゐ
さ
ひ
の
生
活
カ
レ
ン
ダ
ー

に
勾
月
掲
載
し
て
い
ま
す
。

低
い
が
ん
検
診
の
受
診
率

と
こ
ろ
で
、
一
般
4
8
k
H
や
村
核

検
川
市
川
の
受
法
本
は
何
%
以
上
と
向

い
の
で
す
が
、
が
ん
検
訟
の
交
法

率
は
極
め
て
低
い
状
況
で
す
。（
図

8
参
照
）
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
が

よ
り
受
診
し
や
す
い
よ
う
に
と
集

団
検
訟
の
ほ
か
、

H
曜
日
検
診
を

実
施
し
た
り
、
山
刑
院
や
医
院
で
も

交
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
受
診
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
不
幸
に
し
て
、
脳
卒
・中

で
倒
れ
た
人
に
対
し
て
は
、
隔
週

に
一
回
、
身
体
の
機
能
訓
練
お
よ

び
言
語

・
社
会
適
応
の
訓
練
も
行

っ
て

い
ま
す
c

ご
利
用
を
。

す
こ
や
か
に
老
い
る
た
め
に

仰
け
町
の
印
税
以
ト
し
の
人

u
川

人
口
は
、

1
6
・6
%
（
昭
和
白
年
）

－
特
集
／
め
ざ
そ
う
健
康
な
町
づ
く
り
＠tl
i
l
J
 

・

年
齢
別
結
核
患
者
割
合
（図
7
）

で

山

山

県

1
3
・6
%
、
全

M
l

0
・
9
%
に
比
べ
、
非
常
に
出
く
な

－

ウ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
日
齢
化

が
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
人
生
別
年
時
代
と

一

い
わ
れ
る
今
回
、
ね
た
き
り
老
人

一
圃

各
検
診
受
診
率
（
図

8
）

や
ぼ
け
老
人
に
な
っ
て
は
つ
ま
り
一

ま
せ
ん
。
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一

必
人
の
万
々
が
よ
り
陛
や
か
な
円

々
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
「
主
人
す

こ
や
か
実
践
教
主
」
や
老
人
ク
ラ

ブ
を
対
象
と
し
た
「
健
康
教
室
」

を
開
催
し
て
お
り
、

一
人
で
も
多

い
皆
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ね
た
き
り
老
人
の

H
の

た
め
に
は
、
家
山
地
を
一
品
附
し
て
介

泌
折
導
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
特
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
．

位

健
康
の
知
機
を
高
め

｜老人すこやか教室

脳卒中にならずに，すこやかな

f耳目を過ごすための指導を実施。

その他．成人病-fl坊，疾病の知，乱

心の他M~. 健康と生活などについ

てJ軒高l・肋言。

，~~ rlrui：，糊尿病の人の日常11::_i百

について指導。

ヲ塑E
JU赴栄益＆び成人病子防のため

の栄養（調理）を学宵します。

一

一
術

一室

一
け
民

一筋

一
き

実

一操

一
同
制

一体
一
和
制

康

淋

い

一健

－
ん
w
U

「
L

康

こんな事業を
しています。
実
行
す
る
た
め
に

乳幼児の健康のために

健
康
を
確
か
め
る
た
め
に

「母子健康手帳の交司

H:W1<1l1のすごし方や千｜阪の活用

方法等を指導しながら母 （－健康予

艇を交付しています

成人病教室

尿検究、l血液検11:，的｜圧淑tJ定司

法察，心従凶，H眼底検ft，血相検

作等及び保健指i与を’点地。

｜結核保最1
胸部レントゲン搬彬による結核

診断。

珪肺有fifr見者の管＂ :£11~検診。

一般健康診査

廷肺検診

生

し

今
』
ニ

f
す

い
の

よ

活
，
生

｜
｜
｜

て

常

一
一
t
し
ロ
u

一
R
以

一

h
－
の

一時

一
集

め

一品づ
一
対

た

一関

一

を

る

導

一
お
d

一
附

て

指

－
E

M杭
点
け

を

「
｜
」

み

H

発育状況＆び股関節脱臼の1,t期

発見のための健診。

L4,5か月兜健診 ｜
$$:fL1立を始めるための住怠や離

乳食の見本突出など。

「1歳児健診 ｜
虫尚子~）jのための耐のみがき方

や II・みをひかえたオヤツの与・え）j

等を指導。

発

発

一診

一
村

川

一健

一
川

地

一児
一
軒
む
寸
」

μ
査

一
月

一一
心

倣

一診

一
心

ゆ

一
か

一

ω
帥

一健

一

ωω

一
6
一
断

州

一兜

一
如
州

一歳

一
行
品
川

歳

一
汗

治

一1
＼
州

M

3
一一
M

M

・

－

d

、aE
’
－

－

、．aa

－

一

手

「｜｜－

f

ff児に｜朝して相談を受けていま

す。

3か月児健診

「融制 肩 ｜
II尚子：111後遺症者の機能回復訓練。

かん検記
胃がん般診．子’出がん検診，乳

がん検診，肺がん検診を実箱。

｜健康相玄 7
保健センター，役場作民課．老

人福祉センター＇ ~l~ 幹応部センタ

ーで，健f連曜のキ｜｜械を受けています。

育児相談1

A老人福相Iセンターでの健康相談

70歳以上

60-69歳

50-59歳

2. 0~40-49象

2 .0~30-39歳

2.。於ミ~20～29歳

則 10』円高聖

0 0-H量

10 

（唱和62年｝

30 20 

事Lがん繊2主

干富がん検t害

一的t書蜜

慣がんill害

tit車検鈴

40 60 

｛昭和62年｝

ω 

95 .6 

ヒ
95.1 

朝日町を見直す 一一ー⑮

まちの歴史
境
関
所
③

長
谷
川
宗
兵
衛
の

受
難

二
代
奉
行

か
ら
は
独
任
制
に

な
り
長
谷
川
川
市
兵

衛
が
こ
れ
に
任
じ

た
が
、
山
川
民
怖
は

峨
務
進
行
の
た
め

隣
国
越
後
に
不
犯

な
動
き
が
あ
る
時

に
備
え
て
、
当
時

禁
止
さ
れ
て
い
た
他
凶
者
と
の
紘

組
の
お
き
て
を
破
っ
て
向
分
の
娘

を
ひ
そ
か
に
山
艇
に
嫁
が
せ
た
。

U

京
A
”
を
絶
対
的
で
な
い
と
誤
断

し
た
境
の
百
叫
が
、
越
後
の
能
生

に
肘
住
す
る
お
に
娘
を
械
が
せ
た

こ
と
が
発
覚
し
、
万
治
三
年

（
1

6
6
0
）
長
谷
川

一
家
の
受
難
に

ま
で
及
び
、
時
に
数
え

5
ぷ
で
あ

っ
た
三
男
ま
で
す
べ
て
死
刑
に
処

さ
れ
た
の

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総
務

課
秘
書
広
報
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（

E
m
－

－

o
o
 

内
線
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われらUタ二シ＊
金
田
寛
之
さ
ん

（
宮
崎
・お
歳
）

と
て
も
お
い
し
い
と

は
言
え
な
い
水
を
飲
み
、

毎
日
す
し
詰
め
の
屯
車

に
来
っ
て
通
勤
し
て
い

た
4
年
余
り
の
東
京
か

ら
、
朝
日
町
に
帰

っ
て

一
年
半
。
帰
っ
て
米
た

時
に
見
た
白
馬
連
峰
の

峰
々
は
絶
対
だ

っ
た
。
そ
し
て
、

観
光
客
で
版
う
境

・
宮
崎
ヒ
ス
イ

出
川
町
、
不
動
泣
泣
跡
と
い
川
川
豚
美

術
館
、
大
ん
杢
肱
品
川
ア
ス
パ
ラ
、
幹
谷

の
ハ
タ
パ
タ
茶
、
山
崎
の
タ
ラ
汁
・

圃
カ
ニ

・
魚
、
コ一
枚
締
め
電
開
…
菊
と

醐
舟
川
新
の
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
、
名
湯

四
小
川
温
泉
。
朝
日
町
は
、
ま
さ
に

門
海
か
ら
山
ま
で
、
見
て
食
べ
て
楽

削
し
め
る
町
て
あ
る
。
ま
た
、
朝
日

昨
町
が
生
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
、
ヒ
ー
チ

耐
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
地
域
が
聞
が

「

間
休
と
な
っ
て
心
地
よ
い
什
を
流
す
。

即
隣
り
の
家
の
人
の
鋲
も
わ
か
ら
な

闘

い
束
京
で
は
考
え
ら
れ
な
い
。

間

東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、
肖

山
山
県
の

こ
と
を
「
豪
雪
地
帝
だ
』

削
あ
る
い
は
「
炎
、
く
て
い
や
だ
」
と

言
っ
た
友
人
が
い
た
。
係
か
に
そ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
富
山
の
人

は
ド
抱
人
で
あ
る
。
そ
の
袋
吉
を

克
服
し
、
や
が
て
来
る
春
を
じ
っ

と
待
っ
て

い
る
。
ま
た
、
何
事
に

対
し
て
も
取
り
組
み
方
が
前
向
き

で、

い
き
い
き
働
く
高
山
の
人
。

yy
抱
人
以
と
い
う
一言
葉
は
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
も
現
れ
て
い
る
。

見
え
な
か
っ
た
町
の
良
さ
が
、

U
タ
ー
ン
し
た
こ
と
で
見
え
て
き

た
気
が
す
る
。

こ
の
う
え
は
、
朝

日
町
を
訪
れ
た
人
が
も
う

一
度
来

た
く
な
る
町
。
快
適
で
魅
力
あ
る

町
。
そ
ん
な
町
を
つ
く
る

一
人
と

し
て
働
け
た
ら
幸
い
と
思
う
。

広場PEOPLE 

犬家庄柳田堂照正信さんの長男教大くん（s 
58・2・9），次男済交くん（s 59・12・I），長女
の久美子ちゃん（s 62・ 5・20}

まちの
たから

し書ljんげ日 付こ前ね、が tU:i：とま条書てす；；： ビ
< I） だをで私けれに 」 現じいつに記い 。l味つ l

•)i[i. " " j五 、たまに｛更の在てうたあ」るこ？い チ
まのいしビちしあわ立も「泣くるに酒れ 」 い を
せーいた ｜のたやれ味「い l味も砂神Zのはとち 通
ま杯ちあチ定 。かてで ー‘いが つ灼辺日T名 、、 こ し
すがことパー例 っし1酒 番、ちあて然5本；前 私よ H て
。 、の 、レ 練 て主のい、こり良＇； ＿.磐）；でたくつ 楽
そ謝ノ〈凶 l習 名九名ぃ、」 、ぃ h 斜すち尋て し
しらタ炉ボ日 - -－ 」 . 彦品ががね 、い
ていパ袋｜は .，，おs'M\雪歪己主ヨ~ 天5」愛らど 仲
、をタをル＊ 句昆附ぞ門電畏年ポ 皇；日欽 れん 問

時楽茶闘で曜 ブc1>0’＼ω の本しまな

証事（［ や原は . . -1-~ ｝，ニvず によす気たに
つ がか則 、な いいら』グフ7ノ はう。ど 1）は
てチさに夫お ， 、に朝ら、、株
い｜とな婦、まのもき次坊主交県て述な日ず三留
まム思 つ単 チせ恵，，ま勝しと大 3続つ町飾 三 法
すのいて ｛立 ｜んみいしのてし会位 4たでら土ゃ
。原やおのム 。かいた栄 、てに会回全毎す 士 作
｜叶動 I) I）入の もち 。iば 11'1:2 も討中a国年楽 ／：！＿ 戦
！？力と、会特 しここに年四 IHTJ,場大 開 し Zを
のと伝病｜が色 れゲれ椀は山代円し会催ん二論

きで ιじ
れい ＇f，合
るま」、 つ

カザ7悌登場

。今月のアツ熱カップル

呑浩（25歳）
野村ーで きん（下山新）
郁代（23歳・魚津市出身）

。
結
婚
さ
れ
た
日

昭
初
日
年

9
月
お
臼

り
交
際
期
間

l
年
半

－v出
合
い

ザ

ニ

A
l
z

f

む
造
さ
ん
は
、
↓
エ
同
之
何
〈〈

ω

と
い
う
ロ
ヅ
ク
．
ハ
ン
ド
の
メ
ン
バ

ー

で
、
ベ

ー
ス
ギ
タ
ー
を
担
当
、奥
さ

ビ
ー

プ
リ

l

x

ん
の
郁
代
さ
ん
も
∞
何
切
刃
一
円
開
N
何

と
い
・つ
バ
ン
ド
め

一
員
で
キ
ー
ボ

ー
ド
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
。
昨

年
の
日
東
紡
紛
の
新
人
生
倣
迎
会

の
シ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
に
呼

ば
れ
た
と
き
に
一
祁
に
出
出
し
、

そ
の
後
、
来u
造
さ
ん
の
’
M
毛
で
打

ち
上
げ
ハ

｜
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た

と
き
、
初
め
て
話
を
し
て
、
気
が

。
匂

Aω旧
ぬ
向

u
m
u

さ
わ
や
か
さ
ん

山本優子さん（南保20歳）

女血液型

011:•) 

大星座名

乙女出

－
広
場
P
E
O
P
L
E

＠

我が家は，ささいなことから起

きる兄弟げλかで一日が始まりま

す。

長男め敦大は，おとなしいなが

ら兄きとして弟にはぜったい勝ち

をゆずらず，次男のj育文は，何が

あっても負けられない と必死で11~

びかかっていきますが，いつも負

け戦になります。でも，そのけん

かも10分ほど，後は二人仲よくお

もちゃやテレ どを見て遊びます。

そん弘中で育った 3番目で長女

の久美チは，女の子らしく持かな

存イI~ながら，なかなかのきかん気

を発t車します。また，おばあちゃ

んと一緒に病院に行くと．よく「ぽ

くちゃん」と言われます。いつも

,N1,.、服を宥て女の子らしくしてい

るので，まちがえないでネ・・

広
報
ク
イ
ズ

題

仲
間
入
り
を
歓
迎
し
ま
す
。

述

絡

先

米

丘

敏

雄

合
加

1
8
5
3
1

4

司
囲
炉
事
授
を
囲
ん
で

ム
リ
、7
な
と
感
じ
た
そ
、
7
だ
。

m〉
プ
ロ
ポ
ー
ズ

知
り
合
っ
て

一
か
円
、
行
造
さ

ん
は
H

こ
の
人
し
か
い
な
い
H

と

思
い
、

「結
婚
を
前
提
に
付
き
合
っ

て
ほ
し
い
」
と
プ
ロ
ポ
ー
ズ
。

そ
し
て
、
郁
代
さ
ん
の
耐
視
に

そ
の
旨
を
話
し
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

お
父
さ
ん
か
ら
「
附
に
来
る
な
ら

大
歓
迎
だ
が
、
肱
に
出
す
の
は
だ

め
」
と
言
わ
れ
、

一
年
間
毎
日
、

一
日
も
欠
か
さ
ず
郁
代
さ
ん
の
自

主
に
通
っ
た
そ
う
だ
。

。
結
婚
相
手
に
選
ん
だ
理
由

音
楽
的
な
好
み
も

一
緒
で
、
話

し
て
い
て
も
試
が
介
う
の
で
、
こ

の
人
し
か
い
な
い
と
思
っ
た
。

。
家
庭
生
活
の
目
標

以
い
の
趣
味
を
大
切
に
し
な
が

ら
瓦
い
を
高
め
合
う
家
庭
に
し
て

い
き
た
い
。

①
昭
和
臼
年
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
数
は
守

＠

1
4
5
人

⑤

1
5
4
人

。25
4
人

②

3
歳
児
の
虫
歯
の
年
は
？

①
引
%

⑤
日
一
%
。
引
%

③
昭
和
位
年
の
胃
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
？

＠
日
%
⑤
ロ
%
。
1
3・
5
%

（
4
P
1
6
P
の
特
集
／
め
ざ
そ

う
健
康
な
町
、
っ
く
り
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
J

〔応
募
方
法
〕

－
R

は
が
き
に
符
え
の
記
号

（例

①

ー

＠
、②
｜
＠
、③

1
0
）、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送

っ
て

く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中

か
ら
抽
選
で

3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
答
え
の
ほ
か
、
ご
意
見

や
要
望
、
広
報
係
へ
の
情
報
、

イ

ラ
ス
ト
、
出
刷
な
ど
を
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

大
あ
て
先

一
Tm
l
w
初
日
町

通
下

1
1
3
3
番

地

制

H
町
役

場
内
秘
書
広
報
係
あ
て

女
締

め
切
り
は
は
月
凶
日

（
当
日
の
消

印
は
有
効
と
し
ま
す
）
で
す
c

－
R
H
削
凶
の
正
解
は
、

①

⑤

、
②

ー
＠
、
③
ー
＠
て
し
た
。
拙
湿
の

結
果
、
一点
川
英
｛
さ
ん

（
日
成
）
、

南
茂
直
樹
さ
ん

（
？
政
）、
抗
原
由

紀
子
さ
ん

（
？
歳
）、の

3
人
の
方

に
決
ま
り
ま
し
た
。

昭和61年 3月泊高校を々 ：業し，

白然環境に恵まれた切l田町が好き

なので，自宅から通え，通勤に便

利な富山日本電気に入社。現在，

製造部第2製作課第2係で＼パソ

コンやビデオデy キなどの部品に

位われる自路版の製造に鳴ってお

られます。「交替勤務のため時間

が不規則なので，特に健康に討を

付けています。そのため.7-E則的

にスポーツをやっていきたし、りそ

うです。そこで今季は，「休七を利

用して，いろんなスキー場に行主，

どんな所でも乗りこなせるように

なりたし、。また，来森にはテニス

を始めようと思っていますりとの

ことで，ただ今，その指導者募集

中とか。だれか彼女を指導してあ

け．る人はいませんか。

女勤務先

吉山日本電気

女趣味

H央由鍬賞

実家族構成

父 .t母・弟の4人家｛疾

・・・・圃園田園 鴎

－
昭
和
白
年
口
月
号
。 ⑩ 



あ
な
た
の
志
を

「
愛
の
袋
」
ヘ

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
協
力
を

今
年

Jυ

、
地
域
で
さ
さ
え
あ
う

明
る
い
距
川
を
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
は
月

l
日
か
ら
政
末
た
す
け

あ
い
述
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
持
さ
ん
に
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
募
金
で
、
必
ま

れ
な
い
家
庭
や
地
設
入
所
省
、
－
M

た
き
リ
主
人
の
十
刀
々
を
お
見
舞
し
、

み
ん
な
で
明
る
い
年
を
迎
、
え
よ
う

と
実
施
す
る
J
U
の
で
す

げ
が
令
の
取
り
岐
い
は
、
地
区
の

民
生
安
打
民
や
町
内
会
長
さ
ん
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
る
皆
さ
ん
の
お

主
に
「
愛
の
袋
が
凶
さ
ま
し
た

.. 1111 ？~二了1

｜ 出；~.：；：~~~~~
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
年
か

ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
参
加
し

た
お
年
寄
り
は
心
を
込
め
て
作
ら

れ
た
弘
か
い
料
用
を
み
ん
な
で
会

食
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
協
力
に
よ
る

歌
や
踊
り
な
ど
趣
向
を
こ
ら
し
た

慰
安
で
、
来
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
ま
し
た
a

福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り

叩
月
包
目
、
朝
日
町
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
第
9
凶
福
祉
ふ
れ

あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
υ

会
場
に
は
、
主
人
ク
ラ
ブ
、
身

障
者
協
会
、
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
者

連
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
な

ど
悩
祉
関
係
凶
体
の
会
円
以
約

2
5

0
人
が
取
り
、
歌
、

冷
川
吟
、
民
晶
、

制
り
な
ど
多
彩
な
山
し
物
が
次
々

と
披
露
さ
れ
、
出
去
を
通
じ
てい
仙

惜
団
体
制
瓦
の
交
流
を
涼
め
合
い

ま
し
た
。

手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

寝
た
き
リ
の
お
年
寄
リ
に
手
作

り
の
見
舞
品
を
贈
う
っ
と
、
婦
人

民
生
委
員
が
日
月
刊

H
、
日
日
と

和
紙

L
ぷ
口
山
の
テ
ヴ
シ
ユ
ケ

l
ス

作
り
を
行
い
ま
し
た
ν

作
品
は
、

各
委
只
が
年
末
に
お
年
寄
り
の
家

を
訪
ね
、
激
励
の
手
紙
を
添
え
て

千
波
す
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

l

n
e
今
い

プ
ニ
紀
会
で
は
、
今
必
か
ら
ハ
ガ

キ
で
一
人
ぐ
ら
し
主
人
を
対
象
と

し
た
宇
部
め
た
よ
り
を
山
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
「
り
ん
布
問
」

を
作
り
泊
地
区
の

一
人
ぐ
ら
し
主

人

1
0
1
人
に
贈
り
ま
し
た
。

おりがとうおたたかい窓

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

賛
助
会
員
加
入
状
況

.「二紀会Jのおだより書き

臼
年
度
の
町
社
協
の
代
助
会
以

に
、
次
の
方
々
か
ら
加
入
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

長
井
正
穀
、
長
井
史

一
、
長
井

リ
人
能
、
折
谷

一
己
、
森
川
よ
け
治
、

．h
井
市
．
荘
、
ト
h
H
問
武
夫
、
白
川
六

一
、
必
聞
い
化
志
雄
、
広
州
鉄
雄
、

繰
回
利
晴
、
古
川
出
良
級
、

吉
田
隆

徳
、
大
久
保
喜

一
、
古
川
凶

一
郎
、

行
作
治
人
、
沢
泉
六
的
、
山
崎
俊

川
、
一
汀
刈
出
版
、
小
林
禿
字
、

以

上
初
名
（
お
け
、
日
月
川

u説
ト
牝
）

V
申
し
込
み
は
、
町
内
相
一
点
l
M
人
生

委
員
ま
た
は
朝
日
町
社
会
福
祉
協

品
会
（

g
m
1
0
5
7
6
）
へ

。荒川 ｛釘）松原畏服店さんからC父三

自l；さんの供養として 100,000円

。長~f j［泌すぐるさんから．亡夫弥七－

ヱ｜”1さんの供養として 100.000円

。山崎 谷［I邦夫さんから亡吋ミヨさん

のfJI，長として 100.000円

。下山新能出友行さ んから亡－?i俊英さ
んの供長と して 100,000向

。刺ul（ぷ抑制会さんから 5,000円

。）［Cl; 谷UI羽さんから亡父母作さんの

供養として 100.000同

＠ 朝日町善意銀行

10月ll日ーII月10日

aeホ
た
ザ
け
＆
の
い
且
骨

愛

の

袋

ら
、
沿
か
い

ご
思
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
昼
食
会

制
H
町
に
は
、
臼
歳
以
上
の
一

人
ぐ
ら
し
老
人
は

2
2
5
人
お
ら

れ
ま
す
が
、
今
年
も
叩
月
初
日
の

泊
地
区
を
は
じ
め
各
地
区

で

二

人
ぐ
ら
し
主
人
ふ
れ
あ
い
件
．
食
会
u

を
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
制

H
附
H
礼
金
制
祉
協

議
会
が
日
亦
奉
仕
国
民
や
食
生
活

改
善
推
進
以
、
財
人
民
生
委

μな

ど
の
協
h
M

を
科
て
、

一
人
ぐ
ら
し

主
人
の
作
℃
一
川
祉
の
附
進
と
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動
の
推
進
を
閃a山街地区のふれあい昼食会

削H町に作所がなくても、

制け町の成人式に出席したい

人や「成人のしおり朝日」に一

名前を峨せたい人は、ロ月日一

日（本）までに例日町教育委一会場

以会へ述給してください。一

重量理
求人聡純 王手 鈴 （賃万 円金） 性別j 就業場所

録用
ま免を絡Z守経験等番号 入量生

l スタンドマン 20才30オ～ 11.8～17.0 高普卒通以免上許

2 営業ru；釜 203オ5オ～ 13.0-21.5 努 4月日町綴町 2 普通免許

3 フライス二E山オ30オ～ 11.0～18.0 ~ 朝日町f草野 1 見智可

4 鋼材の 18オ～ 11.0～18.0 5時 朝日町草野 l 普通免許材料切り 65A・ 

5 ボデー組立 18..t- 10.5～16.0 JIJ 朝日町篠田T 3 不問45..f 

6 機械結t気u自工己， 18オ～ 11.75～ 不問 朝日田n草野 2 普通免併沼紛l 30オ 25.25 

7 トレースL 18オ～ 11. 75～ 不問 朝日l町第針 普通免許
30オ 25.2 

8 掃除工 20オ～ 10.0～10.0 女－ 朝日町平柳 不問50オ

9 店 .J.:l 18オー 日制合 500円 "9: 朝日町道下
ノマー卜可

45..t ｛時間r：相続）

10 雑 l生 60 オ 時給600円 女 朝日町泊 l 11:00-22:00 以下 ～700同

成
人
式
出
席
者

ホット求人情報

くらーじ否楕報

成
人
省
名
簿
は
、
朝
日
聞
に
住

所
が
あ
る
人
お
よ
び
述
給
の
あ

っ

た
人
を
合
わ
せ
て
、

1
月
号
の
広

報
に
掲
載
す
る
，
寸
定
で
す
。

な
お
、
附
和

ω年
度
朝
日
町
成

人
式
は
、
次
の
と
お
リ
行
い
ま
す

日
時

悩
初
制
年

i
月
日
付
（
H
｝

午
前
9

時

交

付

午
前
川
時

式
典

川
川

U
町
中
央
良
協
会
館

2
F
大
ホ

l
ル

職
業
訓
練
短
期
大
学
校
生

合r京人情純一覧ft,u－・耳1JJll下さい ｛高工観光眼力つンターに展示｝
合〈わしいことほ．魚沼公共蹟嬢安定所朗自分:l:tt82・0198へ釘問い合わせ〈ださいe

富
山
職
業
訓
練
対
朋
大
学
校
（修

業
年
限

2
年
）
で
は
、
昭
和
例
年

伎
の
学
生
を
必
集
し
て
い
ま
す
。

応

募

資

格

小

校
教
打
法
に
よ
る

い
品
等
学
校
学
業
お
（
卒
業
見
込
み

者
合
む
て
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
者
。

願
書
受
付

附
相
似
年
1
川
同
日

1
2
日
S
H
C

詳
し
く
は
、
日
山
附
刷
業
訓
縦一
知

期
大
学
校
学
生
課
（
魚
津
市
川
城
1

2
8
9ノ
1
、
古
川m
N
5
5
5
2
）へ。

町
ス
キ
ー
教
室

朝
日
町
ス
キ
｜
教
主
を
次
の

H

れ
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

4

司
ペ
ン
ネ
ー
ム
ゐ
か
ず
さ
ん
の
作
昂
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』F
石
原
由
紀
子
さ
ん
か
ら

日
時

新 iIll} 
2 ,Ji; 22和
3 !: LI 64 
0、 i~.t 百年
。反 ~ 1
oス月
キ 20ドj
！ 日
場安

場
所
参
加
費

定
員

者 40
）人

（
町
在
住
又
は
勤
務

一
附
定
の
用
紙
に
記
入

し
て
、
－
片
山
日
ま
で
教

申
し
込
み育

委

μ会
へ
。

婦
人
ス
キ
l
講
習
会

側
H
町
婦
人
ス
キ

l
講
習
会
を

次
の

H
紅
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

日
時

附
和
削
例
年
1
月

m
H（
臼
）

場
所

キ
岳
ス
キ

l
場

参
加
費

l
、
0
0
0
同

定
員

却
名

申
し
込
み

所
定
め
巾
し
込
み
用

紙
に
記
入
し
て
1
月
お

u

（
月
）
ま
で
朝
日
町
教
育
委

ロ
H
H
ム
E

へ
。

H

土
酬
明
附
庁
u
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
で
す
が
、

井」『句」
り

今
自
治
省
で
研
究
中
で

ハ

す
。
そ
し
て
、
「
地

H
公

の

共
団
体
め
土
州
制
庁
に

長

関
す
る
研
究
会
」
は
、

町

地
方
公
共
団
体
は
、

①

今
後
、
完
全
迎
休
二
日
制
の
実
現

を
副
る
必
繋
が
あ
る
、
②
四
迎
六

休
制
の
実
施
む
よ
と
し
て
閉
庁
む

式
が
公
務
能
半
出
か
ら
型
ま
し
い
、

③
地
域
に
お
け
る
迎
休
二
日
制
の

普
及

・
定
飛
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
る
こ
と
に
ぷ
設
が
あ
る

l
！

と

械
行
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
川
は
、

米
年
の

l
円
か
ら
け
2
阿
（
第

2
、

第
4
土
時
日
）

の
土
雌
閉
庁
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
、
法
の

一
部

改
正
案
を
同
会
に
提
出
し
た
掠
で

す
。
朝
日
聞
は
坑
仏
、
戦

Mm
に
応

じ
て
、
四
週
六
体
制
・
変
則
四
週

六
休
制

・
八
週
十
休
制

・
八
週
十

一
休
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
四

迎
h

ハ
休
制
は
、
県
内
部
の
卜
巾
と
町

が
実
地
し
、

l
町

3
村
が
誠
行
中

で
す
Q
h

上
附
閉
庁
。
は
時
代
の
す

う
勢
と
思
う
の
で
す
が
、
①
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
低

F
さ
せ
な
い
業
務

体
制
の
整
備
と

L
失、

②
現
行
の

チ
昨

・
定
以
の
他
間
内
で
の
定
地

が
北
本
で
あ
り
、
町
民
各
位
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
実
施
の
方
向

で
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す。

－
昭
和
白
年
刊は
月
号

⑪
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O
沼
保
宮
本
町
線
に
つ
い
て
は
、

広
報
あ

8
ひ
7
月
号
の
芦
の
欄
（
8

P
）
及
び
臼
年
6
月
号
の
特
集

・

「
都
市
計
画
道
路
」
を
参
照
し
て

く
だ
§
ぃ
。
な
お
、
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ま
た
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
児
科
巳
神
経
外
来

的
病
院
小
児
科
で
は
、
ロ
月
か

ら
毎
月
第
二
木
曜
日
の
午
後
に
神

経
外
来
を
開
設
し
ま
す
。
神
経
外

来
は
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ

と
の
あ
る
子
供
（熱
性
け
い
れ
ん
・

て
ん
か
ん
な
ど
）
や
、
発
達
の
遅

れ
て
い
る
子
供
（
前
の
す
わ
り
が

温
か

っ
た
り
、
い
つ
ま
で
も
歩
け

な
い
チ
供
な
ど
）
を
対
談
に
し
て

不
正
に
受
給
す
る
人
が
い
ま
す
。

不
正
に
受
給
す
る
と
、
そ
れ
と
川

組
の
納
付
を
へ
叩
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

労
働
者
を
雇

用
し
て
い
る
事
業
主
も
、
故
意
に

偽
り
を
・
記
峨
し
た
雌
峨
証
明
占
専

を
発
行
し
た
場
介
、
処
分
を
受
け

る
こ
と
が
め
り
ま
す
。

失
業
給
什
は
、
労
働
者
や
半
業

主
が
納
め
た
保
険
料
と
貨
準
．な
悦

令
に
よ
っ
て
附
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
く
受
給
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
魚
津
公
共
職
業
安

定
所

（
E
M
1
0
3
6
5
）
へ

お

れ
併
に
聞
い
介
せ
て
く
だ
さ
い

国
民
金
融
公
庫

国
民
令
融
公
庫
で
は
、
年
末
商

( ) 1Jij月比

絡了予一一石

川ー 12~ ＇1 1 凶
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774-792 - 6 

生活必需品価格
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抑

制

点

H
附
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I. や tf
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い
ま
す
。

こ
れ

ら
の

f
供
た
ち

は、

地
切
な
折

り
や
治
療
で
改

普
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

お
気
料
に
相
談
・

受
診
し
て
く
だ

会
』
い
。

な
お
、
詳
し

く
は
、
治
病
院

（
官

邸
U
H
－
－

6
0
）
小
児
科

へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

町の工事発注状況く10月1日～10月 1日〉

労
働
保
険

に
加
入
を

労
働
保
険
（労

災
・雇
用
保
険
）

は
、
労
働
者
を

一
人
で
も
使
用
す

る
事
業
は
、
事
業
主
や
労
働
者
の

意
思
の
如
何
を
問
わ
ず
強
制
適
用

さ
れ
、
必
ず
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
農
林
水
産
業
の
う
ち

例
人
企
業
で
常
時
4
人
以
下
の
労

働
者
を
似
則
す
る
が
業
は
、
任
な

適
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
に
備
え
た
尚
品
仕
入
資
金
や
文

払
手
形

・
口
掛
金
の
決
一
川
資
全
咋

に
必
要
な
年
末
資
金
の
融
資
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
春
高
校
や
大
学
に
進

学
す
る
「
供
を
お
持
ち
の
ん
丞
胞
に
、

進
学
の
た
め
に
必
要
な
資
金
も
融

資
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
故
寄
り
の
制
民
令

融
公
附
窓
口
、
ま
た
は
断
て
会
で

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

人
権
相
談
の
利
用
を

は
月
4
日

i
m日
は
人
権
週
間

で
す
。
人
権
と
は
、
人
聞
が
牛
ま

れ
な
が
ら
に
人
と
し
て
令
せ
な
佐

伯
を
背
む
店
本
的
権
利
で
す
～

毎
日
の
生
活
の
中
で
凶
っ
た
こ

と
や
悩
み
いや
が
あ
る
場
合
は
、山口問

ti 刈j JIJ t礼
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定

月

64年3月

12 月

月
月

月

ヲ邑
予

12 

10 

11 

11 

塚

イE )];・ 

竹の内

場F片

境

ヰ1工

問
い
合
せ
は
、
魚
津
労
働
法
準

監
特
製
引
（
包
泣
1
0
5
7
9
）、
魚

津
公
共
職
業
安
定
所

（
古
川品
目
0

3
6
5
）

へ
。

雇
用
保
険
の
不
正
受

給
防
止
に
ご
協
力
を

M
同
保
険
の
失
業
給
付
は
、
労

働
打
が
夫
業
し
た
場
介
、
就
職
す

山
地
方
法
務
砧
魚
川
支
局

（
宮
0

7
6
5
H
n
1
0
4
6
1
）
ま
た

は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
民
、

草
野
三
郎
（
合

mut－
0
3
4
）

下
坂
雄
昭
（
合
MM
1
0
6
3
5
）

斉
雄
俊
雄

（
合
m
M
1
2
0
5
1
）

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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、
目
＆

F

‘．4

12 

11 自奇

柳

Ill 

る
ま
で
の
生
活
の
安
定
を
挺
助
す

る
制
度
で
す
。
そ
し
て
、
失
業
給

付
の
受
給
資
格
は
、
就
職
で
き
る

能
力
と
績
極
的
に
就
職
し
よ
う
と

す
る
怠
訟
が
あ
リ
、
仕
事
を
探
し

て
い
る
人
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
鹿
川
保
険
制
度
の

趣
旨
に
以
し
て
、
就
峨
し
て
い
る

の
に
そ
の
い
や
実
を
隠
す
な
ど
し
て
、

警
戒
め
サ
イ
レ
ン
を
吹
，
問
し
ま
す
。

火
災
と
間
述
、
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

吹
鳴
方
法

断
続
3
回

（
日
秒
吹
鴫
｜

6
秒
休
み
）

涯
の
献
血

協
力
者
名
同
月
実
施
分

境

水
品
消
陪

泊

尾
忠
ト
ミ

江
、
米
沢
幸
三
、
森
肝
出
子
、
佐

泌
仁
美
、
長
津
雅

f
、
折
谷
川
ぷ
善
、

平
田
千
枚
、
大
平
勝
美
、
田
中
み

か
千
、
山
崎
実
、
荒
尾
裕
美

五

箇
庄

松
田
誠
、
南
茂
博
子
、
西

山
ぃ
比
佐
犬
、
浜
泊
五
、
中
間
中
川

南
保

長
谷
利
男

山
崎

名
山

匡
弘
心
、
名
卜
l
u
m
勝
栄

大
家
庄

一
道
下
博
文
、
住
吉
令
チ
｛
n名
）

一
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し
た
。
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泊病院内科 室

西森弘先生＠

ドヲヲー量喝
貧

血

貧
血
は
、
い
ろ
ん
な
病
気
の
寂

状
の

一
つ
と
し
て
収
れ
ま
す
。

抗
状
と
し
て
は
、
点
ち
く
ら
み
・

め
ま
い

・
動
作

・
息
切
れ
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。
め
ま
い
が
あ
る

の
で
、
耳
や
脳
の
病
気
で
は
な
い

か
、
あ
る
い
は
動
作
や
息
切
れ
が

す
る
と
、
胸
の
州
以
で
は
な
い
か

と
思
い
、
病
院
で
受
診
さ
れ
る
お

も
少
な
く
あ
リ
ま
せ
ん
。

貧
血
の
原
凶
と
し
て
は
、

①
骨

髄
と
い
う
泣
血
作
業
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
障
害
さ
れ
る
も
の
、

た
と
え
ば
再
生
不
良
性
貧
血
や
白

e
aぽ
か
’
d
今
ろ
今

血
病

・
赤
茅
球
傍
な
ど
、

②
出
血

に
よ
っ
て
血
液
が
失
わ
れ
る
も
の
、

た
と
え
ば
間
出
叫

・
性
総
出
胤
な

ど
の
よ
う
に
、
大
き
く

2
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
出
血
に
伴
っ
て
血
液
特

に
亦
血
球
を
作
る
大
半
な
成
・分
で

あ
る
鉄
分
を
失
う
と
、
骨
髄
で
造

る
能
力
が
あ
り
な
が
ら
も
材
料
が

無
い
た
め
に
、
亦
血
球
を
作
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
鉄
分
を
多
く
含
ん
だ
食
物
、

た
と
え
ば
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
を

十
分
に
摂
取
し
て
揃
う
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
で
す
。

最
近
、
他
人
か
ら
顔
色
が
悪
い

と
言
わ
れ
た
り、
動
作
や

μ切
れ
、

め
ま
い
な
ど
を
山
覚
し
た
と
き
は
、

な
る
だ
け
中
く
、
近
く
の
病
院
で

受
診
し
、
血
液
検
作
．
を
し
て
も
ら

う
よ
う
わ
ね
勧
め
し
ま
す
。

1
1
J
免
除
期
間
の
保
険
料
は

ご
nリ

一
追
納
で
き
ま
す
。

「
川
川
一

国
民
年
全
で
は
、
所

一
‘
G
一
仰
が

M
い
な
ど
の
た
め

一
だ

一

に
似
険
料
を
納
め
る
こ

T
t
14
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

一
Z
亘

一
申
請
し
て
み
認
を
う
け

一
ド

r
一
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ

仁
川
じ

れ

ま

す

。

し
か
し
、
免
除
さ
れ
る
と
将
来

受
け
る
年
全
は
、
そ
の
期
間
だ
け

3
分
の

l
で
け
川
外
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11月6日
消防団秋季訓練表彰
このII，刊lH町消防団の駄苧.，］Jll

糾が行わjL. 長年消防業務に功紛

があった｛長良団員の表彰および退

[.ti r；への感謝状が授与されました。
富山県知事表彰 （敬称略）

鍋i::;(J,ピ－．坂口淳一，中山徹．
‘11' 111 i1'i" 1~ 丹ニギ：ー，堀内稚H此末

卜＿，j·~ :_, 川 J~（忠正， 末Jゾド明

朝日町消防団長表彰 （敬称略）

~t山ヲ），民崎静男， 沢崎半：二：..

数家敏．篠田義孝，水島忠di，計

；討：）~： 千II

朝日町長退団者感謝状 （敬称略）

松/J；〔良kif:.長i宅正夫，j尺凶作Ii.. 

I ) ~！ I’n ：，山岡茂久， 藤出降‘ 大

幼ll欽、Ji.,ij誕旧呈司，伊藤弘，JII上

京＇ 1lli ~ド＇~｝ . 越 iJz希彦， 石島三郎

11月刊日
宮崎用水改修起工式
iU i時代末期に開設された「店

ur/,jかんがい用水路」 が，130年ぶ り

に ~＇.~材料1riiJ 事業で3億3, 900万円を

かけて大山｛｜多する こと になり，こ

のH起工式が行われました。

1~月 18日～11月17日
プランのっとeい」が開催され， lド付

争：JJ松氏の「婦人の社会参加 をめざ

して」と題した講演の後，件婦人

同体の所動報告や意見交換が行わ

れ、日発な意見が山されました。

11月1日～3日
朝日町美術展を開催
11 J-J l 日から 3 日間， 絵幽 ・ ~I~ .

'I j: J'~＇. ・ 彫刻 ・て芸など204／•：の作品

をusめ，第9巨！朝日町美術i＆是がfi'i11
1'11：センターで開催されましたc

審査員講評 〈絵画〉年l抑制は広

〈．表現分野も厚い。美術文化水

準は向く ，入賞作品は今後の指標

である。 （松合唯司）〈持〉今年は

近代詩文がやや少なく寂しいが．

作品は洗練され，安定したものが

多い。 （水応援湖）〈陀表iJ.T..Z~） 

V「婦入団体の連絡協議会結成」の声も

~ ： 

10月18白
金小学校にチューリップ球根
似町の田中栄作さんから， VI.色
のチューリップ球根 2,000（闘が寄

付され，花と緑の銀行制 H支店で

は，この日全小学校に学校花刷用

として内己布しました。

...叡迎のあいさつをする魚津町長

この日，友好者r~市， 岩手県釜石

市の婦人間体連絡協議会の代表一行

13人が当町を訪れ，魚津町iえから歓

迎のあいさつを受けた後，役場庁

合 4階ホールで，朝日町j虫介婦人

会代表と交流研修を行い＇.t見ぱく
を深めました。

10月21日
釜石市の婦人団体来町
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応必：.＇.•：数はまずまずだが， 内容 (i(J

にばらつきがあった。 （殿村l胤太

郎） 〈：ぶ真〉昨年より内容が＿UwJ

いている。さらに構図の研究を。

（竹内正男） なお、今回町民大

賞に締いたのは次の方々ですe

絵画の部 阿部不二子（道下）

書の部 土居八重子（ ~ （ I ) 

彫刻・工芸の部 佐渡粂男（ii'f水町）

写真の部 繰回政也（横rt · 土~~－：；J 

10月27日
「越道林道記念碑」完成

制日岳－や白馬岳への笠山道に利

用されていた林道越道線が，町道

i誌のj車f［ ~ヒ又線になったのを記念し

て，かつての林道をしのび越道峠

に担念碑を連立． このH除幕式が

行われました。
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1；一つ~！l.F, ~ 、U,'f犬に忠まれた11J-J 6日，
宵崎駅1jijから大家山 ・山｜崎 ・市｛米地l)Zを

続rliする20キロのコースて：第11回町民

駅伝競走大会が行われました。ぷ枇の’勺：

』：Lは．地｜莞刈抗の郎でf~勝した大家出チ

ームの 3区から 4f）（：への’:IIさ継ぎ。j点結

は次のとおり。 (@l;i:大会新記録｝

地区対抗の部 i位大家I主体協（69分40

4少）. 2 f.立山崎体協A (73分25抄），3 f立

ir1 3区体協 （76分15f少）．女子の部 i位

朝日中ノ〈スケソトボール部（89分03秒）, 2 

1立朝刊中バドミントン部（93分SHY、）. 3 

i立朝日中ノ〈レーポール自IH94分00抄），ク

ラブ対抗の部 1 11／：，間十Icj1 ~！HR ，~JS B ( 73 

分2H少）， 2位制11中サッカー部A(73分

SH少）. 3 f立制円111野球庁ISA ( 74分45f少），

区間賞 I>地区対抗の古｜； 1 区間 林df

唯(13分06秒）.2区H'1J泌11-J似（13分17f少），

3区間佐川保夫 （11分42紗）.4 区 l ~~J 伊
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の音｜； 1夜間il:i:l 谷礼チos分54 抄~ ） . 21.>( 
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町民駅伝競走大会
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日対会

象場

ご寄付をありがとうございました

じ〉東京都の悶lojI三日ISさんから広報あさひ

のためにと30.000円。

男 8.654（ム25）女 9,727（ム 8）計 18.381（ム33）世帯数 5.094 （ム10)〔11月の人口〕


